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Ⅰ．はじめに
　筆者等は「イメージと即興表現を引き出すための手
遊びの重要性（１）」註１）において表現の授業における
基本的な考えを次のように示している。
　＜表現の授業実践において中核となるものは「リラ
クセーション」・「コミュニケーション」・「即興表現」
である。このことは、「表現活動における核」であり、
同時に日常の「保育実践活動」における基盤となるも
のと考える。＞
　心も体も解放された状態で、様々な刺激に対して感
じたこと考えたことを、形や技術にとらわれることな
く自由に表現していく上で、上記の表現活動における
三つの柱は、不可欠である。幼児期であれば自然で自
由な表現そのものが「即興表現」であり、子どものあ
りのままの心の世界を表出しているものと考えられる。
　また、保育は、子どもと保育者を含めた、様々な環
境との即興的で創造的な活動の連続によって作り上げ
ていくものである。保育者は子どもとの関わりの中で
瞬時の判断、行動が求められる。
　津守真も、保育において「保育活動の身体性、瞬時
に適切な判断と援助を行う」註２）ということの大切さを
指摘している。
　授業においては、表現活動の三つの柱とともに、
様々な素材を用いた実践活動を行っている。その実践
は、豊かなイメージを引き出し、多様な表現方法によ
る創造的な活動へと展開していく。このような活動の
積み重ねが、保育現場における保育者の保育実践力に
繋がっていくと考える。
　またこの活動は、保育者と子ども双方の視点をもっ
た取り組みを重視した活動である。
　授業における実践内容は、学生にとり、現場に行く
前の保育に対する「実践イメージ」につながっていく
と思われる。
　すなわち、授業での実践活動内容は、保育実践力を
高めるために重要であると考える。
　しかし、授業において、ほとんどが積極的に活動に
参加し、自分のイメージや、創造的で、自由な表現活
動を楽しんでいる一方、活動への戸惑い、苦手意識を
持つ学生も見受けられる。毎時間提出する授業記録の
中にも、活動の振り返りの中で戸惑いを訴える学生も
みられる。
　自分自身の気持ちやイメージを、様々な方法で表現
していく時、恥ずかしさや戸惑い、つまずきなどから、
「創造していくこと」・「表現すること」が難しく感じ、
苦手意識を持つことが予想される。
　そこで本研究では、授業の実践活動への参加態度や、
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〔　要　　約　〕
　本研究では、表現の授業における「学生の実践活動の実態と意識」を探るために、二年次学生に対し
アンケート調査を実施した。それをもとに、保育実践力を高めるための問題と課題について検討した。
　結果は以下の通りである。
１．実践活動の参加態度は、アンケート９項目において約７割が「積極的に参加」と回答している。
２．活動の難易度については、項目間に差が見られ、もっとも難しいと回答した項目は「カレンダーを
素材とした活動」で約７割であった。また、「リラクセーション」については難しいと回答した者
は１割未満である。
３．活動が「難しい」理由として、「イメージを広げていくこと」・「創造していくこと」・「パフォーマ
ンスすること」・「素材との関わり」等が挙げられている。
４．学生が実践活動において「難しさ」を感じず、「興味」を持って活動に積極的に取り組むためには、
授業の中核としている「リラクセーション」・「コミュニケーション」・「即興表現」とともに、さら
にイメージを引き出すための「素材の開発」や「活動プロセスの検討」が重要と考える。
（2012年10月１日受理）
－授業実践活動における学生の取り組みの実態について－
斉　藤　葉　子　 幼児教育科
大　木　みどり　 幼児教育科
斉藤　葉子　　大木　みどり70
326－　　－
活動の難易度についてのアンケート調査から、表現の
実践活動についての学生の意識を探る。
Ⅱ．研究の目的と方法
　本研究の目的は以下内容を明らかにすることである。
１．授業への参加態度
２．活動の難易度に関する学生の意識
３．表現活動におけるつまずきと課題
　以上の目的のために学生に対しアンケート調査を
行った。
茨対象者－本学平成24年度二年次学生126名（在籍数）
　・回答数126名
　・回収率100％
芋期日－2012年平成24年７月25日
鰯手続き－アンケート用紙（別紙参照）を授業時に配
布し回収。記名方式
Ⅲ．結果と考察
１．各項目の結果
茨　「保育内容表現」の授業実践活動内容について
　表１は、「保育内容表現」の授業で実践した活動内容
の概要を表したものである。
表１：保育内容「表現」の実践活動内容
実践授業内容（授業教室：本学講堂）
◎リラクセーション：ほぼ毎時、様々な方法で心と体のリラクセーションを行う
・体を動かしながら自由に歩く・好きな場所を見つけて腰を下ろす・床に好きな姿勢で横たわり、全身の力をぬ
く・二人で背中合わせになり互いの鼓動を感じる
◎本時の活動内容・活動の振り返り・課題等を記録用紙に記録する。（毎時間提出）
１
◎身体表現活動
・円になって波を送る、拍手を送る・声のキャッチボール（声をボールにして投げ合う）・何かを送る（送られてい
たものをイメージして次に送る）・まねっこ鏡（鏡と映った人の役に分かれて真似をする）・影遊び（グループでリー
ダーの後を、影になって動きを真似してついていく）・ポーズ遊び（相手のポーズに合わせてポーズと取る）・相手
の動かすスカーフになって動く
２
◎手遊び・手遊びの発展
・グループで、それぞれ知っている手遊びを次々発表していく・グループの中で手遊びを一つ決め、歌詞や動きを
変えて展開していく・さらに集団遊び、表現遊び等へ展開していく・手遊びに新聞紙や様々な物を加えて展開して
いく・手遊びに音を加えて展開していく・それぞれの展開過程でできあがった手遊びの展開を、グループで発表す
る
３
◎ＣＤによる描画とお話作り（個人）
・ＣＤの曲を聴きながら、自分のイメージした内容を画用紙に描く・自分の描いた絵を素材に即興でお話を作り、
絵の裏に記録する・全員の絵を並べて他の学生の描いたイメージの世界を共有する。
４
◎ＣＤによる描画とお話作り（グループ）
・４人グループになり、自分の描いた絵のイメージ・お話を発表する・一つの絵を回しながら即興でのお話を繋げ
ていく・４つの絵を使ってお話作りをする・グループ毎発表する
５
◎ＣＤによるロール紙を使っての描画とお話作り
・グループ毎、1,2Ｍ×2,5Ｍのロール紙に、ＣＤを聞きながら、自分のイメージの世界を自由に描いていく・15分
程度で、それぞれ重ならないように、他のグループに移動し描いていく（描かれてある絵からさらにイメージを膨
らませたり、その絵につけたしたりする）・全てのグループを回り、自由に描いていく・それぞれどのような絵が描
かれているか、他のグル―プを見て回る・はじめの絵に戻り、描かれた絵からお話を作る・グループ毎発表する
６
◎絵本を題材としたお話作りと音による表現活動
・グループで、それぞれが持ち寄った絵本の読み聞かを行う・様々な打楽器、廃品を利用したガラクタ楽器で音探
しをしながら遊ぶ・それぞれ気に入った楽器を持ち寄り、即興で響き合って楽しむ・絵本を一つ決め、いくつかの
場面を選ぶ・その場面にあった音を探す・絵本から選んだ場面に音を加えて、表現していく・各グループ毎発表する
７
◎持参した品物（お気に入りのおもちゃ等）を用いたお話作りと、音及びスカーフ・布による表現活動）
・グループで、それぞれ持参したお気に入りの物の紹介・各自のお気に入りを素材とした即興でのお話作り（しり
とりの様にお話を繋げていく・お気に入りの物を一つ使ったり、いくつか使ったりと変化させていく）・前の活動を
踏まえて、お気に入りの物を使って、グループで一つのお話を作る・その話しから３場面決め、音や動き、スカー
フなどを加えた台本をつくる・グループ毎発表する
８
◎カレンダーの絵を基にしたパフォーマンス（台本作り・語り・音・動き・スカーフ・布などの要素を用いた表現
活動）
・７枚のカレンダーから自分の好きな絵を１枚選ぶ。選んだ絵のイメージから基にお話作りを行う・そのお話に音、
動き、スカーフ、布を加えて台本を作り、３分間のパフォーマンスにしていく（・創作のための演習の時間一コマ）・
個人で発表する
９
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　以下の内容項目について、別紙アンケート調査用紙
を用いて調査を行った。
芋　各項目の授業参加態度とその理由・活動の難易度
　表２、図１は、各項目ごとの活動の参加態度につい
て表したものである。
　表３は、積極的に活動に参加した理由を表したもの
である。
　表４、図２は、活動の難易度を表したものである。
茨　リラクセーション
　表２、図３－１より、「リラクセーション活動」へ
の参加態度については、126名回答中、「積極的に参
加」と回答した学生は、89名（70.6％）、「普通」が37
名（29.4％）、「消極的」が０名である。約７割が「積
極的に参加」と回答している。
　表３、図３－２より、「積極的に参加」の理由とし
て「リラックスできた」が53名（55.2％）、「活動の楽
しみ」が34名（35.4％）となっている。
　この活動は、「空間を自由に歩き、自分の体をゆっ
くりと動かす」、「学生同士が床に腰を下ろし、背中と
背中を合わせ感じ合う」、「床に自由な姿勢で横たわ
る」等の活動を通し、自分のいる環境・空間・仲間・
自分自身に意識を向け、自分の心と体をゆっくり、リ
ラックスさせることを目的とした活動である。具体的
な記述内容として、「普段こんなに落ち着く機会はな
かった」・「全身の力が抜けるのを感じることができと
表２：表現　活動参加態度　　人数（％）
％消極的％普通％積極的合　計回答数活動参加態度
0.0029.43770.689126１．リラクセーション
3.5427.03169.680115２．身体的表現活動
0.9122.22676.990117３．手遊び・手遊びの展開
2.7324.12773.282112４．ＣＤ・描画と話作り（個人）
1.8229.73368.576111５．ＣＤ・描画と話作り（グループ）
4.3516.51979.191115６．ＣＤ・ロール紙への描画・話作り
1.7239.84758.569118７．絵本を題材にした活動
1.9227.62970.574105８．お気に入りの品物による活動
3.4438.84557.867116９．カレンダーを素材にした活動
2.22328.329469.47181035総回答数
図１：活動の参加態度
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ても楽しかった」・「リラックスすることで授業も集中
して受けることができた」等が挙げられており、この
活動の中で学生は、日常の生活ではあまり意識するこ
とのない身の回りの音や空間との関わり、人との関わ
り、さらに自分自身への気付きが促されてくるようで
ある。そのため、活動内容自体をリラックスできる楽
しいものと捉え、「積極的に参加」に繋がったものと推
察される。
　表４、図３－３より、活動の難易度については、「難
しい」が11名（9.9％）、「普通」が55名（52.3％）、「易
しい」が42名（37.8％）である。９割以上の学生があ
まり難しさは感じることなくこの活動に取り組めたも
のと思われる。「普通」・「易しい」と感じた具体的な
記述として、「誰にでもできることでリラックスでき
た」・「精神的にも身体的にも楽に自由に活動すること
ができた」等が挙げられている。
　授業への参加態度と活動の難易度の関係については、
ゆっくりとした、誰にでもできる自由な活動であった
ため、あまり難しく感じることなく、活動へも積極的
に参加できたものと思われる。
芋　身体表現（模倣表現等）
　表２、図４－１より、「身体表現活動」への参加態
度については、「積極的に参加」と回答した学生は、80
名（69.6％）、「普通」が31名（27.0％）、「消極的」が
４名（3.5％）である。約７割が「積極的に参加」と回
答している。
　表３、図４－２より、「積極的に参加」の理由とし
て「体で表現する楽しさ」が52名（65.0％）である。
　この活動は、鏡と鏡に映った人の役に分かれ模倣表
現遊びを行う「まねっこ鏡」や、グループリーダーの
後ろを影になって動きを真似ながらついていく「影遊
び」・「声のキャッチボール」・「見えないもの」を自分
のイメージで受け取り、次の人に送っていく「動きの
伝言ゲーム」等、自分の体を使って、様々な表現を行っ
ていく活動である。また自分の自由なイメージを膨ら
ませたり、仲間とイメージを共有したりしながら、活
動が流れていく。役割を交代し、相手の様々なしぐさ
や動きを真似していく中で、互いの感じ方や表現の仕
方がユニークなこと、多様なこと等、様々なことに気
付き、楽しさを共有することができる。
　形にとらわれず、普段の生活の中にある何気ないし
ぐさや動きの変化などを体を使って表現していくこと
は、抵抗感もなく、楽しく取り組むことができる活動
であったものと思われる。具体的な記述内容として、
「身体を使って表現するのは楽しかった」・「みんなで
見えないものを見えるように表現することが楽しかっ
表３：「積極的参加理由」
自由記述内容分類
96１リラクセーション
55.2％53リラックス
35.4％34活動の楽しみ
9.4％9その他
80２身体表現
65.0％52体で表現する楽しさ
12.5％10その他
22.5％18無答
90３手遊び・手遊びの発展
60.0％54手遊びの展開の面白さ
13.3％12グループ活動
8.9％8保育に役立つ
10.0％9その他
7.8％7無答
82４ＣＤによる描画（個人）
45.1％37イメージを描く
36.6％30絵を描くのが楽しい
18.3％15その他
76５ＣＤによる描画（グループ）
26.3％20色々なイメージの共有化
35.5％27グループ活動
23.7％18その他
14.5％11無答
91６ロール紙
26.4％24自由
14.3％13イメージ
16.5％15大きな紙に描く
16.5％15グループの交流
24.2％22その他
2.2％2無答
69７絵本
43.5％30絵本と音作り
29.0％20活動の楽しみ
15.9％11絵本の面白さ
11.6％8その他
73８持参したものによる活動
28.8％21お気に入りの品
30.1％22ストーリー作りの楽しさ
24.7％18活動の楽しみ
16.4％12その他
67９カレンダー
46.3％31ストーリー作り
13.4％9イメージ表現
37.3％25その他
3.0％2無答
509総回答数
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た」・「相手の模倣をするのが楽しかった」等が挙げら
れており、自由にイメージを膨らませながら表現して
いくことを楽しんでいる。
　表４、図４－３より、活動の難易度については、
「難しい」が40名（36.4％）、「普通」が48名（43.6％）、
「易しい」が22名（22.0％）である。６割以上の学生
があまり難しさは感じることなく活動に取り組めたも
のと思われる。約４割が「難しい」と感じた具体的な
記述内容についてみると、「恥ずかしさがあって、なか
なか体を動かすことができなかった」・「動きがなかな
か思いつかなかった」・「どうやって表現していいのか
分からなかった」等が挙げられているおり、恥ずかし
さやリーダーになって動きを考えることへの戸惑いが
感じられる。授業への参加態度と活動の難易度の関係
については、７割以上の学生が、積極的に参加し、活
動を楽しんでいたが、活動が難しいと感じた学生も約
４割程とみられた。これは活動の楽しさは十分感じて
いるものの、体で表現する体験の少ないことによる恥
ずかしさやイメージを膨らませ、動きを自由に創造し
ていく体験の少なさが影響しているものと推察される。
鰯　手遊び・手遊びの発展
　表２、図５－１より、「手遊び・手遊びの発展」へ
の参加態度については、「積極的に参加」と回答した学
生は、90名（76.9％）、「普通」が26名（22.2％）、「消
極的」が１名（0.9％）である。約８割近くが「積極的
に参加」と回答している。
　表３、図５－２より、「積極的に参加」の理由とし
表４：表現　授業難易度　　人数（％）
合計％易％普通％難授業の難易度
11137.8％4252.3％589.9％11１．リラクセーション
11020.0％2243.6％4836.4％40２．身体的表現活動
11111.7％1340.5％4547.7％53３．手遊び・手遊びの展開
10928.4％3145.0％4926.6％29４．ＣＤ・描画と話作り（個人）
10718.7％2056.1％6025.2％27５．ＣＤ・描画と話作り（グループ）
10924.8％2750.5％5524.8％27６．ＣＤ・ロール紙への描画・話作り
1057.6％845.7％4846.7％49７．絵本を題材にした活動
9811.2％1152.0％5136.7％36８．お気に入りの品物による活動
1125.4％622.3％2572.3％81９．カレンダーを素材にした活動
97218.5％18045.2％43936.3％353各難易度の合計
図２：活動難易度
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図４－１：身体表現活動についての参加態度
図５－１：「手遊び・手遊びの発展」活動への参加態度
図４－３：身体表現活動の難易度
図５－２：「手遊び・手遊びの発展」活動への参加理由
　図３から図11は、各項目の参加態度・積極的に参加の理由・活動の難易度について表わしたものである。
図３－１：リラクセーションについての参加態度
図３－２：リラクセーション活動へ「積極的に参加」の理由
図３－３：リラクセーション活動の難易度
図４－２：身体表現活動への参加理由
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て「手遊びの展開の面白さ」が54名（60.0％）、「グルー
プ活動の楽しさ」が12名（13.3％）となっている。
　「イメージと即興表現を引き出すための手遊びの重
要性（１）でも指摘したように、手遊びは、保育活動
の中で活用される頻度が非常に高く、その特性から、
手遊びそのものを楽しむだけでなく、様々に変化発展
させて、多様な活用ができる保育教材である。
　授業の中でも、グループで自分の知っている手遊び
をそれぞれ出し合い、共有化していく」・「歌詞・動き
を変化させていく」・「集団遊び・表現遊びへ変化させ
ていく」・「音を加えていく」・「歌詞・動き・音に様々
な素材を加えて発展させる」等の活動を行っている。
　この体験を通して学生は、手遊びそのものの楽しさ
と共に保育教材としての豊かさ、活用の多様性に気付
いていく。具体的な記述内容として「オリジナルの手
遊び等を作り楽しかった」・「いろんなアレンジ方法で
楽しく活動できた」・「手遊びを発展させるということ
が創造的で楽しかった」・「手遊びの展開は、友達と共
に話し合い、考えることが楽しかった」等が挙げられ
ている。
　一つの手遊びが、アイディアや工夫によって多様に
変化発展できることや、創り上げていく過程での「グ
ループ内の自由な意見交換」などが、活動の楽しさや
積極的な参加へと繋がっていったものと思われる。
　表４、図５－３より、活動の難易度については、「難
し い」が53名（47.7％）、「普通」が45名（40.5％）、
「易しい」が13名（11.7％）である。「難しい」と感じ
た学生は約５割程となっている。「難しい」と感じた具
体的な記述内容についてみると、「考えてもなかなか
アイディアが浮かばなかった」・「体で表現したり、歌
詞を変えるのが難しかった」・「展開の仕方がどうすれ
ばいいのか思いつかなかった」等が挙げられている。
　学生は普段から非常に手遊びを好み、楽しんではい
るが、手遊びの展開については、初めて体験する学生
も多いため、どのように変化発展させていくのか、
きっかけをつかむまでは、多少の戸惑いがあったもの
と思われる。
　しかし、個人としてはなかなか思いつかなかった変
化のアイディアも、グループの話し合いの中で様々な
アイディアを出し合いながら進めることで、その戸惑
いも解消していったものと思われる。
　授業への参加態度と活動の難易度の関係については、
８割以上の学生が積極的に参加しているのに対し、難
しいと感じた学生も５割と多くなっている。これは手
遊びの楽しさ、展開の楽しさを感じる一方、手遊びを
変化発展のさせるプロセスでは、創造的な活動体験の
不足から、はじめは戸惑い、難しいと感じたためと思
われる。
　しかし、グループ活動を進めていく中で、次第に
様々な意見が出されるようになり、展開のさせ方や面
白さを体験し、積極的な参加へ結びついていったもの
と推察される。
允　ＣＤによる描画とお話作り（個人）
　表２、図６－１より、「ＣＤによる描画とお話作り
（個人）」への参加態度については、「積極的に参加」
と回答した学生は、82名（73.2％）、「普通」が27名
（24.1％）、「消極的」が３名（2.7％）である。７割以
上が「積極的に参加」と回答している。
　表３、図６－２より、「積極的に参加」の理由とし
て「イメージを描くことが楽しい」が37名（45.1％）、
「絵を描くのが楽しい」が30名（36.6％）となっている。
　この活動は、ＣＤを聞いて、学生自身が自由にイ
メージを膨らませ、その世界をクレヨンやクーピー等
を使い、画用紙に描いていき、自分の絵、次にグルー
プの各メンバーの絵を使って即興でお話を作っていく
活動である。この活動では、学生はＣＤの曲を聴きな
がら自由にイメージを膨らませること・その世界を出
来栄えを気にすることなく描くことを楽しむこと・即
図５－３：「手遊び・手遊びの展開」活動の難易度
図６－１：ＣＤによる描画とお話作り（個人）
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興でお話を作っていくこと等を楽しんだものと思われ
る。
　具体的な記述内容として、「どんどんイメージが広
がった」「ＣＤを聞きながら思いつくままに楽しく絵を
描くことができた」「自由に描くことができた」「積極
的にお話作りに参加した」「楽しくお話作りができた」
等が挙げられている。
　表４、図６－３より、活動の難易度については、「難
しい」が29名（26.6％）、「普通」が49名（45.0％）、
「易しい」が31名（28.4％）である。約７割の学生が
あまり難しさは感じることなくこの活動に取り組めた
ものと思われる。「普通」「易しい」と感じた理由につ
いても、「ＣＤを聞くとすぐにイメージが浮かんでき
た」「音楽のイメージに合わせて自由に描くことができ
た」等、「積極的に参加」の理由と同じような傾向が
見られた。「難しい」についての記述内容として「自
分の想像を膨らませてお話作りをするのが難しかっ
た」「絵を描くのが苦手だから」等が挙げられている。
　授業への参加態度と活動の難易度の関係については、
７割以上が「積極的に参加」と回答しており、また
「普通」「易しい」と回答した学生も約７割である。
　授業においては、自分のイメージを膨らませ、その
世界を楽しむ、表現すること、それを受け入れ共有す
る場を創っていくことも目的としている。ほとんどの
学生は活動を楽しみ、難しく感じることなく積極的に
参加している。「難しい」と感じた学生は、絵を描くこ
とについての苦手意識や、即興でのお話作りなどで、
出来栄えや完成度を意識しすぎることも原因の一つと
考えられるので、これらの点についての指導も課題と
考える。
印　ＣＤによる描画とお話作り（グループ）
　表２、図７－１より、「ＣＤによる描画とお話作り
（グループ）」への参加態度については、「積極的に参
加」と回答した学生は、76名（68.5％）、「普通」が33
名（29.7％）、「消極的」が２名（1.80％）である。約
７割が「積極的に参加」と回答している。
　表３、図７－２より、「積極的に参加」の理由とし
て「グループ活動」が27名（35.5％）、「色々なイメー
ジの共有化」が20名（26.3％）となっている。
　この活動は、「４、ＣＤによる描画とお話作り」の
活動をグループ活動へと展開したものである。具体的
な記述内容を見ると、「みんなの絵と物語を見たり聞
いたりできて楽しかった」「同じ曲でもイメージが違っ
ていて楽しかった」「グループで意見を出し合い、楽し
く物語を作ることができた」「友達とイメージを共有し
ながらできたから」等、グループの中で個々のイメー
ジを共有化し、様々なアイディアを出し合いながら、お
図６－２：「ＣＤによる描画（個人）とお話作り」活動への参加理由
図６－３：「ＣＤによる描画（個人）とお話作り」の活動の難易度
図7－１：「ＣＤによる描画とお話作り（グループ）」への参加態度
図7－２：「ＣＤによる描画（グループ）とお話作り」活動への参加理由
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話を創り上げていくことを楽しんでいることが窺える。
　表４、図７－３より、活動の難易度については、「難
しい」が27名（25.2％）、「普通」が60名（56.1％）、
「易しい」が20名（18.7％）である。７割以上の学生
があまり難しさは感じることなくこの活動に取り組め
たものと思われる。「普通」「易しい」と感じた理由に
ついても、「個人の時とは違う楽しさがあり入り込め
た」・「他の人との絵を見ながら、どんどんイメージを
膨らませていくことができた」等、グループ活動の中
で、他の人の絵や話から刺激を受け、個人の時よりも
さらに様々なイメージを広げ、協力しながら創り上げ
ていくことを楽しんでいる様子が窺える。
　授業への参加態度と活動の難易度の関係については、
個人での活動と同じく、７割以上が「積極的に参加」
と回答している。また「普通」「易しい」と回答した
学生も約７割である。
咽　ＣＤによるロール紙を使っての描画とお話作り
　表２、図８－１より、「ＣＤによるロール紙を使っ
ての描画とお話作り」への参加態度については、「積極
的に参加」と回答した学生は、91名（79.1％）、「普通」
が19名（16.5％）、「消極的」が27名（24.8％）である。
約８割が「積極的に参加」と回答している。
　表２、図８－２より、「積極的に参加」の理由とし
て「自由に描くことができた」が24名（26.4％）、「大
きな紙に描くことができた」「グループの交流」が15名
（16.5％）、「イメージが広がった」13名（14.3％）と
なっている。
　この活動は、長さ1.2メートル×2.5メートルの大き
な紙に、グループでＣＤの音を聞き、各自のイメージ
を膨らませながら描く活動である。また15分程度で他
のグループのメンバーが重ならないように他のグルー
プへ移動し、描かれてある絵からさらにイメージを膨
らませて、描き足していくような流れとなっている。
　学生にとっては、2.5メートルの長く大きな紙に、Ｃ
Ｄの曲からイメージを膨らませ、自由に自分の表現を
することができたことや、グループ内で仲間の絵を見
ながら、その世界を共有しつつ、大きな紙に表現して
いくプロセス、また、できあがってくるプロセスが、
楽しく感じられ、「積極的に参加」に繋がったものと推
察される。
　表４、図８－３より、活動の難易度については、「難
しい」が27名（24.8％）、「普通」が55名（50.5％）、
「易しい」が27名（24.8％）である。７割以上の学生
があまり難しさは感じることなくこの活動に取り組め
たものと思われる。「難しい」と感じた内容について
みると、「音楽を聴いてそれを絵で表現することが難
図7－３：「ＣＤによる描画（グループ）とお話作り」活動の難易度
図８－１：「ＣＤによるロール紙を使った描画とお話作り」への参加態度
図８－２：「ＣＤによるロール紙を使った描画とお話作り」への参加理由
図８－３：「ＣＤによるロール紙を使った描画とお話作り」活動の難易度
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しい」等が挙げられている。授業への参加態度と活動
の難易度の関係については、授業への参加態度につい
ては８割が「積極的に参加」と回答している。活動の
難易度については７割以上の学生が「普通」「易しい」
としており、難しさを感じることなく積極的に活動に
取り組めたものと思われる。
員　絵本を題材としたお話作りと音による表現活動
　表２及び図９－１より、「絵本を題材としたお話作
りと音による表現活動」への参加態度については、「積
極的に参加」と回答した学生は、69名（58.5％）、「普
通」が47名（39.8％）、「消極的」が８名（7.6％）であ
る。「積極的に参加」は約６割で、「普通」が約４割と
なっている。
　表３、図９－２より、「積極的に参加」の理由とし
ては「絵本の音作り」30名（43.5％）、「活動の楽しみ」
20名（29.0％）、「絵本の面白さ」11名（15.9％）あっ
た。
　この活動は、自分の好きな絵本を持参して、グルー
プでそれを読み合い、その中から一つ選び、さらにそ
の絵本のいくつかの場面に音を加えて表現していくと
いう内容である。この活動では、学生自身の好きな絵
本を持参しているということや他の学生が持参した絵
本を読み合うこと、また学生自身が絵本自体を好きな
こと等、絵本という題材そのものを楽しいと感じてい
ることが窺える。さらにグループで、選んだ場面の内
容にあった音を探し、お話と音を組み合わせて表現し
ていくことの楽しさや、絵本だけの時よりも絵本の場
面をより生き生きと表現することができたり、イメー
ジの広がりを楽しむことができたことも「積極的に参
加」へと繋がっていったものと推察される。
　表４、図９－３より、活動の難易度については、「難
しい」が49名（46.7％）、「普通」が48名（45.7％）、
「易しい」が８名（7.6％）となっている。積極的に参
加した学生の中にも難しいと感じた学生もみられ、そ
の理由として「場面に合う音を探す」「感情を音で表
現する」等が挙げられている。授業では、様々な楽器
や物体からの音を楽しむ体験する時間が少なかったこ
ともあり、場面にあった音を探すことが難しいと感じ
ている様子が窺える。「普通」の理由として、「グルー
プ活動なので、いろいろな案が出た」、「絵本という素
材が基にあるのでやり易かった」等が挙げられている。
　授業への参加態度と活動の難易度の関係については、
「積極的に参加」は約６割となっており、「難しい」
が約５割となっている。活動の素材としての絵本につ
いては、楽しく活動を進めることができたが、そこに
音での表現を加えていくところで、音探しを楽しんで
いる半面、戸惑っていることが窺える
因　持参した品物を用いたお話作りと音及びスカー
フ・布による表現活動
　表２及び図10－１より、「持参した品物を用いたお
話作りと音及びスカーフ・布による表現活動」への参
加態度については、「積極的に参加」は74名（70.5％）、
「普通」が29名（27.6％）、「消極的」が２名（1.9％）
である。約７割が「積極的に参加」と回答している。
図９－１「絵本を題材としたお話作りと音による表現活動」への参加態度
図９－２：「絵本を題材としたお話作りと音による表現活動」への参加理由
図９－３：「絵本を題材としたお話作りと音による表現活動」の難易度
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　表３、図10－２より、「積極的に参加」の理由として
「ストーリー作りの楽しさ」が22名（30.1％）、「お気
に入りの品だったから」21名（28.8％）、「活動の楽し
さ」が18名（24.7％）となっている。
　この活動は、学生のお気に入りのおもちゃや思い出
の品を持参し、グループでそれらについての思い出や、
お気に入りの理由などを紹介する。次にそれらを使っ
てお話作りをし、音の即興表現を加える。さらにス
カーフや布といった素材を加えて表現活動を展開して
いくものである。「自分のお気に入りの品物を使って
の活動なので楽しかった」、「みんなで様々なお話を考
えて楽しかった」「おもちゃやスカーフなどを使って楽
しく物語を作ることができた」等が挙げられている。
　自分のお気に入りの品物を使った表現活動は、イ
メージがし易く、グループ内での紹介によって、仲間
が持参した品物の体験やイメージなどの共有化もでき、
お話作り、音探しも協力しながら創り上げていくこと
ができる。さらにスカーフや布を加えることにより、
内容をより豊かに表現していくことができ、「積極的
な参加」」に繋がっていったものと思われる。
　表４、図10－３より、活動の難易度については、「難
しい」が36名（36.7％）、「普通」が51名（52.0％）、
「易しい」が11名（11.2％）となっている。「難しい」
と答えたのは４割弱であるが、その理由をみると、
「ストーリーを考えるのが大変だった」との記述が多
く見られた。また、６割以上が「普通」・「易しい」と
回答しているが、その理由については、「お気に入り
の品物だからやり易かった」・「どんどんストーリーが
浮かんできた」「グループでアイディアを出し合った」
などが挙げられている。
　授業への参加態度と活動の難易度の関係については、
約７割が「積極的に参加」と回答しているが、約４割
近くが「難しい」と回答している。素材については、
自分のお気に入りの物での活動ということで、意欲的
に取り組んでいる。しかし、活動の展開において音の即
興表現や、スカーフ・布などの新しい素材を加えて創り
上げていくことへの戸惑いがあったものと考えられる。
姻　カレンダーの絵を基にしたパフォーマンス
　表２及び図11－１より、「カレンダーの絵を基にし
たパフォーマンス」への参加態度については、「積極的
に参加」は67名（57.8％）、「普通」が45名（38.8％）、
「消極的」が４名（3.4％）である。約６割が「積極的
に参加」と回答している。
図10－１：持参した品物での表現活動
図10－2：「持参した品物での表現活動」への参加理由
図10－３：「持参した品物での表現活動」の難易度
図11－１：「カレンダーの絵を基にしたパフォーマンス」への参加態度
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　表３、図11－２より、「積極的に参加」の理由とし
て、「ストーリー作りの楽しさ」31名（46.9％）、「イ
メージの表現」９名（13.4％）、「その他」25名（37.3％）
となっている。
　この活動は、前期実技試験課題となっており、前期
期間中に行った様々な授業内容を総合的に創作し表現
していく課題となっている。７枚のカレンダーの中か
ら１枚選び、そこに描かれているものからのイメージ
を膨らませ、ストーリーを考え、それを語り・音・動
き・スカーフ・布などの素材を加えて３分間のパ
フォーマンスの台本を作り、発表する活動である。試
験として行われるので発表は個人で行うこととなって
いる。
　「自分の思い描いている世界を形にするのは楽しい」
「台本や音を考えるのが楽しかった」等が挙げられて
いる。カレンダーに描かれた世界を味わい、さらにそ
こに描かれているものからイメージを広げる。次に自
分でストーリーを考え、音・動き・素材を使って独自
の世界を表現していく。さらにそれをパフォーマンス
として発表していくことは楽しく、「積極的に参加」へ
と繋がっていったものと推察される。
　表４図11－３より、活動の難易度については、「難し
い」が81名（72.3％）、「普通」が25名（22.3％）、「易
しい」が６名（5.4％）となっている。「難しい」と答
えたのが７割以上と活動全体の中で最も多くなってい
る。その具体的な理由をみると、「ストーリー作りが
難しかった」「演じるのが大変だった」「台本を作るの
が難しかった」「話作り・音・動きを合わせるのが難
しかった」「自分一人で考え、演じるのが難しかった」
などの記述がみられる。
　参加状況は「積極的に参加」していたが、活動の難
易度では、創作・表現・発表と自分一人で行わなくて
はならないため、困難に感じたものと推察される。発
表までに１時間の演習の時間を設けたが、その時間だ
けでは十分に考え準備する時間がとれないまま発表に
臨んだ学生もいたものと考えられる。
　授業への参加態度と活動の難易度の関係については、
約６割が「積極的に参加」と回答しているが、活動の
難易度については、「難しい」が約７割以上と回答して
いる。
　前期に行った実践活動全体の要素を含み、学生自身
の創造力・表現力・実践力を引き出すための課題であ
るが、個人で、絵からイメージを膨らませ、お話・
音・動き・物を加え台本を作り、一つのパフォーマン
スとして発表していくことに困難さを感じていること
が窺える。
２．項目全体の結果とその比較
茨　活動の参加態度
　表５、表２、図１、より各項目全体の参加態度につ
いてみる。
　アンケートの「９項目」に対する回答で、「積極的
に参加した」と回答した学生は、第１位は「ＣＤ・ロー
ル紙への描画・話作り」が79.1％で最も多く、第２位
は「手遊び・手遊びの展開」76.9％、第３位は「Ｃ
図11－２：「カレンダーの絵を基にしたパフォーマンス」への参加理由
図11－３：「カレンダーの絵を基にしたパフォーマンス」活動の難易度
表５：活動参加態度の良い項目順
積極的授業参加態度順位
79.1％６．ＣＤ・ロール紙への描画・話作り第１位
76.9％３．手遊び・手遊びの展開第２位
73.2％４．ＣＤ・描画と話作り（個人）第３位
70.6％１．リラクセーション第４位
70.5％８．お気に入りの品物による活動第５位
69.6％２．身体的表現活動第６位
68.5％５．ＣＤ・描画と話作り（グループ）第７位
58.5％７．絵本を題材にした活動第８位
57.8％９．カレンダーを素材にした活動第９位
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Ｄ・描画と話作り（個人）」で73.2％、第４位は「リ
ラクセーション」で70.6％、第５位は「お気に入りの
品物による活動」で70.5％である。
　「９項目」の回答で積極的に参加したと回答した学生
（126名）の平均は80名（69.4％）でもっとも少ない項
目（カレンダーを素材としたパフォーマンス）でも67
名（57.8％）であり、全項目半数以上の学生が積極的
に参加している。
　また前項目を通して消極的に参加したと回答した学
生は非常に少なかった。
芋　活動の難易度
　次に、表６、表３、図２より、活動の難易度につい
てみてみる。
　第１位が「カレンダーを素材にした活動」72.3％、
第２位が「手遊び・手遊びの展開」47.7％、第３位が
「絵本を題材にした活動」46.7％、第４位が「お気に
入りの品物による活動」46.7％、第５位「身体的表現
活動」36.4％である。
　「９項目」の回答で「難しい」と回答した学生の平
均は、36.3％、「普通」が45.2％、「易しい」が18.5％
である。
鰯　活動の難しさの理由
　積極的に参加した学生は半数を超えているが、同時
に「難しい」と感じている学生も36.3％いる。「普通」・
「易しい」合わせて64.7％であるが、３割今日の学生
が「難しい」と感じている。その理由は何なのか、難
易度の高い回答の項目の理由についてアンケートの自
由記述より見てみる。
　もっとも「難しい」と回答している項目「カレンダー
を素材とした活動」について、自由記述よりその理由
を見てみる。
　以下は自由記述の内容である。
　上記より、難しさの理由として①台本作成の難しさ、
②イメージの表現・パフォーマンスの難しさがあげら
れている。
　このたびの授業課題は、「カレンダーの絵」を選択
し、その絵のイメージからストーリー作成・台本つく
り・楽器による台本の即興表現・動きや言葉・物を用
いた表現等、これまでの課題の取り組みをさらに即興
性・イメージの展開・表現方法を考え、最終的に一人
でパフォーマンスするという取り組みである。
　やはり、主体的に取り組み、イメージを掘り下げ、
「カレンダーの絵のイメージから何を表現したいの
か」について考え、さらに「表現したい世界の台本作
成」という課題は、７割以上の学生にとってむずかし
さを感じさせたと思われる。「カレンダーの絵」という
新しい素材から、各自が自分で台本作成・パフォーマ
ンス発表という課題をグループの前で一人で行うこと
に対し、戸惑いや抵抗を感じていることがうかがえる。
　次に第２位の「手遊び・手遊びの展開」についてみ
てみる。
　上記より、難しさの理由として①手遊びの替え歌・
創作が難しい点②テーマ・展開方法・アイディアが浮
かばない点が挙げられている。
　すなわち、手遊びの原形から、「歌詞」・「メロディ」・
「動きの表現」を展開するために、「体で表現する展
開の仕方」・「グループの意見調整のむずかしさ」等を
表６：授業難易度の高い順
難授業の難易度順位
72.3％９．カレンダーを素材にした活動１位
47.7％３．手遊び・手遊びの展開２位
46.7％７．絵本を題材にした活動３位
36.7％８．お気に入りの品物による活動４位
36.4％２．身体的表現活動５位
26.6％４．ＣＤ・描画と話作り（個人）６位
25.2％５．ＣＤ・描画と話作り（グループ）７位
24.8％６．ＣＤ・ロール紙への描画・話作り８位
9.9％１．リラクセーション９位
①台本作成の難しさ
・ストーリーを作ってから音や動きを合わせるのが難し
かった
・一枚の絵から台本を作るまでが難しかった
・ストーリーを考えるところから使う道具まで、考える
のが大変だったから
②イメージの表現・パフォーマンスの難しさ
・イメージ・話を表現するのが難しかった
・話しながら身体表現をして、音を出すのが難しかった
・グループの前で発表するのは緊張した
・ストーリーを考えたり、一人で何役もやったりと、全
体的に大変だった
①手遊びの替え歌・創作が難しい点
・歌詞を考えるのがひらめくまで大変だった
・体での表現・歌詞を変えるのが難しかった
・メロディ以外すべて変えてアレンジするのは、難し
かった
②テーマ・展開方法・アイディアが浮かばない点
・展開の仕方がわからなかった
・良いアイディアが浮かばなかった
・テーマが決まらないと進まないと感じた
・展開の仕方がわからない
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難しかった理由として挙げている。原形を演じるのが
抵抗なくできるにもかかわらず、グループで相談して
手遊びを展開するのは、アイディアのひらめきと意見
調整・身体表現等の要素が加わってきたものを調整し
て、一つの案にまとめて発表する難しさに気付いたか
らと思われる。
　第３位の「絵本を題材にした活動」について、「難
しい」と感じた理由についてみてみる。
　上記より、難しさの理由として①絵本の場面のイ
メージの楽器による即興表現に関するもの②ストー
リー・台本作成・パフォーマンスに関するものが挙げ
られている。
　まず、絵本の場面のイメージ表現にふさわしい音作
りのためには、いろいろな楽器から様々な音作りを試
みなければならない。しかし、十分に楽器や物体から
音や響きを引き出すまで遊びこまないうちに、台本作
成とパフォーマンスの課題に取り組まなければならな
い学生もいる。そのため、自然にイメージをふくらま
せ、表現活動のきっかけをつかむことが出来なかった
ためと思われる。
　これは「絵本の読み込み」の浅さやイメージの掘り
下げの不足等様々な要因が絡んでおり、一概に原因を
規定することはできないが、自然に絵本からイメージ
をふくらませ、表現活動へ入っていくという流れが
滞ってしまったからではないかと考える。
　第４位の「お気に入りの品物による活動」について
「難しい」と感じた理由をみてみる。
　上記より、難しさの理由として①ぬいぐるみ等から
のストーリー作成の難しさ②台本をもとに演じる難し
さが挙げられている。
　これは、各自にとってお気に入りのものは、すなわ
ち他者にとってもお気に入りということではなく、そ
れぞれの持参した品物と個人個人の関係が生まれてき
て初めてそこからイメージが広がり、表現したい世界
に繋がっていくきっかけとなると思われる。
　第５位の「身体的表現活動」について「難しい」と
感じた理由をみてみる。
　上記より、難しさの理由として①表現する難しさ　
②動きの難しさ　③模倣の難しさ　④羞恥心が挙げら
れる。
３．総合考察
茨　イメージの表現の難しさ
　授業参加に関するアンケート記述より、学生が難し
いと感じている内容を見てみると、「カレンダーを素
材にした活動」では、台本作成・イメージの表現・パ
フォーマンスである。「手遊び・手遊びの展開」では
展開方法やアイディア・替え歌の創作を挙げている。
「絵本を題材にした活動」では、場面のイメージに合
わせた即興表現・台本作成やパフォーマンスを難しい
と感じている。「お気に入りの品による活動」では、ぬ
いぐるみ等の品物からのストーリー作成・台本をもと
にしたパフォーマンスを難しいと感じ、「身体表現活
動」では、表現・動き・模倣・羞恥心を活動の難しさ
の理由に挙げている。
　また、「ＣＤによる活動（個人・グループ・ロール
紙）」でも、心と体の脱力・羞恥心の問題を挙げている。
①絵本の場面のイメージの楽器による即興表現に関する
もの
・音の即興表現の仕方が難しかった
・場面に合った音がどのようにしたらいいか難しかった
・楽器がどのような音が出るかわからなかった
・タイミングも難しかった
・場面が変わる際の音の変化がうまくできなかった
②ストーリー・台本作成・パフォーマンスに関するもの
・絵本の世界を上手く表現できなかった
・お話を作るのが少し難しかった
・初めは台本を考えるのに時間がかかった
・アイディアが出ない
・場面作りが難しかった
①ぬいぐるみ等からのストーリー作成の難しさ
・ストーリーがなかなか浮かばなかったから
・ぬいぐるみを組み合わせて話を作るのが難しかった
・子ども向けに作ることが大変だった
②台本をもとに演じる難しさ
・物語を作るのはすぐにできたが、スカーフをうまく用
いることができなかった
・みんなのものを使ってする時が難しかった
・台本通りに話を進めることが難しかった
①表現する難しさ
　最初はどう表現したらよいか戸惑った
　表現するのが難しかった
②動きの難しさ
　動きを考えるのが思いのほか難しいと感じたから
　難しい動きは難しかった
③模倣の難しさ
　真似するのが少し難しかった
　相手を真似することが難しかった
④羞恥心
　恥を捨てることがあまりできなかった
　普通に活動するのがなんかつらかった
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　以上より、「カレンダーを素材にした活動」や「絵
本を題材とした活動」、「お気に入りの品物による活
動」等、具体的な活動内容の指示のない内容から、新
たな活動の創作をしていく場合、「イメージの表現」
が難しいと感じると思われる。そのため、「台本作成
が難しい」、「ストーリー作成が難しい」、「台本をもと
にしたパフォーマンスが思い浮かばない」等の声が出
てきているようである。
　さらに、「台本通りにいかなかったり、途中止まっ
てしまった。」「場面に合った音がどのようにしたらい
いか難しかった」「音と話を合わせるのが難しかった」
という自由記述からは、表現活動を展開していく時の
「活動に対する自由な取り組み」の姿勢がまだ十分に
育っていないため、「課題に対する正解」や「表現の
うまさ」を求めてしまう姿勢が見られる。そのことが
学生に、活動における「難しさ」を引き起こしてきて
いると思われる。
　このような状態で躓いている学生にとり、「自分の
感じたもの」からイメージを広げ、「表現の世界」を
探る回路作りのための教師側からのサポートが必要な
のではないだろうか。
芋　パフォーマンスの難しさ
　「パフォーマンス」については「羞恥心の問題」が
避けて通られないようである。活動それ自体に没頭す
るまでは、周囲の視線が気になり、思うように表現す
る世界に集中できにくい。これは、「身体表現活動」
だけに拘わらず、「音の即興表現」「手遊びの展開」に
おいても同様に、「羞恥心を取り去れない場合」や
「各自の意識の解放」がなされないうちは、表現した
い世界に飛び込めず、「アイディアがひらめかない」
「展開方法がわからない」等のような、活動に対する
「消極的な回答」となって表れてきている。
　「恥ずかしさがあって、なかなか体を動かすことが
できなかった」「動きがなかなか思いつかなかった」「ど
うやって表現していいのか分からなかった」等の戸惑
いや難しさを感じている学生に対し、さらに「リラク
セーション」の取り組みが重要と思われる。
　授業で基本となる活動としている「リラクセーショ
ン」については、アンケート結果より、活動取り組み
が「難しい」と感じた者が9.9％と一番少なく、抵抗な
く取り組んでいる。この取り組みを検討し、それぞれ
の活動に取り組む際に心と体のリラクセーションにお
いて、「自分に気づいていくプロセス」をゆっくり体験
できるように、授業の組み立てや内容を検討していく
ことが大切と思われる。
鰯　活動におけるリラクセーションの重要性
　心と体のリラクセーションを重視した取り組みを丁
寧にしていくことにより、自分自身への気付きを深め
ることができると思われる。普段の生活では見過ごし
てしまいがちな様々な事象へ意識を向け、活動に対す
る新しい取り組みへの意欲を引き出していく。
　活動の行き詰まりを感じている学生にとり、心と体
のリラクセーションを重視した取り組みは、イメージ
を即興的に表現していくための糸口を与えていくと思
われる。
　このような心と体を解放する活動は、自由に自己の
感情、考えを「表現する」ということにおいて基礎と
なる活動であり、授業においては重点的に取り組んで
いくことが必要と考える。
　この心と体のリラクセーションにおいて、「自分に
気づいていくプロセスを体験していくこと」が他者へ
の気づきを促すことにも繋がっていくと考える。そし
てさらに、それぞれの表現の気付きや交流を通し、仲
間の存在に気付いていき、一緒に活動する者の感情、
考え、行動に気付いていくことに結びついていくと思
われる。そのことが、活動における突破口となり、新
しいイメージへの気付きや活動の展開となっていくと
思われる。
　ＣＤ描画においては「リラクセーション」すること
により、心が開放され、自由な活動が引き出されてく
る。他者と比較しないで自由に描画できる人間関係の
中では、「このように描かなければならない」というこ
だわりももたずに画用紙に向かい、それぞれがのびの
びとＣＤ音楽のイメージ描画の世界に遊ぶことができ
てくる。そして、「上手下手」の視点からではなく、
お互いの「イメージ・表現の違い」等の視点から、お
互いの描いた世界を同じ空間に並べて観賞しあうよう
になってくる。その後、無作為に選んだ絵による数人
のグループでの活動は、事前に様々な描画を観賞して
いるので、新しいグループでもその中から、何を表現
しようとしているのか相手の心に耳を傾けようという
姿勢が感じられた。
允　コミュニケーションの重要性
　新しい活動の展開において、「コミュニケーション」
は活動の次の段階へ進むための大切な要素である。表
現することにおいて、他者の存在に気付いていくこと、
他者の感情、考え、行動に気付いていくことは、非常
に重要なことである。そのためにも、「他者を意識す
ること」は、自分の中に他者の存在を受け入れ、コミュ
ニケーションの基盤となる。すなわち、それぞれの存
在、感じ方、考え方、表現されたものが、相互に刺激
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しあい、関わり合うことによって様々な気付きが促さ
れ、さらにイメージや表現が豊かに展開していくこと
になる。
　例えば「手遊び」についてみれば、学生にとって普
段から親しんでいて抵抗のない活動の一つである「手
遊びの原形」を共有化する活動を十分に行ってから、
「手遊びの展開」の活動に移行することにより、無理
なく次の段階へ展開していくことができると思われる。
これまでも、知っているから大丈夫だと考えて活動内
容を簡略化した時には、記憶も不確かなまま「手遊び
の展開」に取り組むことになり、「何をするといいのか
わからない」、「思いつかない」という声も聞こえたの
で、その都度一緒に活動に加わり「手遊びの共有化」
に努めた。
　このように、他者と関わるとき、一つ一つの「関わ
りのステップ」を丁寧に大切にしていくことが、その
後の活動の展開や創造的な活動への糸口に繋がってい
くと思われる。
印　保育活動における即興表現の重要性
　授業における「即興表現」の取り組みは、子どもの
ありのままの心の自由な表現活動に気付いていくもの
である。子どもの自然で自由な表現そのものが「即興
表現」であり、この取り組みは、保育現場における
「実践イメージ」につながっていくと思われる。
　保育実践においても、有意義な役目を果たしている
と思われる。
　つまり、「保育実践」は、子どもと保育者を含めた
様々な環境との即興的で創造的な活動の連続によって
作り上げていくものである註３）。そのためには、「即興
表現」活動において、「子どもの視点」「保育者の視点」
双方の視点を持った取り組みが大切である。
咽　教材開発の重要性
　表現活動においては、イメージを引き出すための素
材や、活動意欲を引き出すための素材を常に探求して
いくことが大切と思われる。描画においては、ＣＤか
らイメージを引き出すこと、さらに、通常使用してい
る「画用紙」から「大きなロール紙」を用いたことに
より、「表現の空間」を拡大し、学生の創作意欲が引
き出されたと思われる。このことが、学生の活動に対
する積極的な参加につながっている。
　「カレンダー」や「お気に入りの品物」を用いた活
動は、学生にとり、意外性があり新鮮に感じて活動に
取り組んだと思われる。これらの物とのかかわりを通
して、自由にイメージを広げ、形にとらわれない創造
的な活動が展開していくものと考える。
　このように活動を引き出す素材は、学生に意欲を引
き出す上で重要であり、常に「活動素材」の開拓に心
がけていくことが必要である。　
　以上（1）～（6）より、学生が実践活動において「難
しさ」を感じさせず「興味」を持って積極的に活動に
取り組むためには、授業の中核としている「リラク
セーション」・「コミュニケーション」・「即興表現」の
取り組みの充実と、「素材の開発」や「活動プロセス
の検討」が重要と考える。
註
註１）斉藤葉子，大木みどり「イメージと即興表現を
引き出すための手遊びの重要性（1）―手遊びの
展開例を基にした保育実践―」羽陽学園短期大
学紀要第８巻第４号2010
註２）津守真著「保育の体験と思索」，大日本図書株式
会社　第６版，1991，Ｐ８
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「表現」の実践活動についてのアンケート
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●以下の問いについて、該当するものに○を付け、（　）の中にその理由を書いてください。
１．リラクセーション
Ａ　①積極的に参加　　②普通　　③消極的に参加
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｂ　①難しかった　　　②普通　　③易しかった
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．身体表現活動（模倣表現など）
Ａ　①積極的に参加　　②普通　　③消極的に参加
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｂ　①難しかった　　　②普通　　③易しかった
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３．手遊び・手遊びの展開
Ａ　①積極的に参加　　②普通　　③消極的に参加
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｂ　①難しかった　　　②普通　　③易しかった
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４．ＣＤによる描画とお話作り（個人）
Ａ　①積極的に参加　　②普通　　③消極的に参加
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｂ　①難しかった　　　②普通　　③易しかった
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．ＣＤによる描画とお話作り（グループ）
Ａ　①積極的に参加　　②普通　　③消極的に参加
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｂ　①難しかった　　　②普通　　③易しかった
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６．ＣＤによるロール紙を使っての描画とお話作り
Ａ　①積極的に参加　　②普通　　③消極的に参加
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｂ　①難しかった　　　②普通　　③易しかった
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７．絵本を題材としたお話作りと音による表現活動
Ａ　①積極的に参加　　②普通　　③消極的に参加
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｂ　①難しかった　　　②普通　　③易しかった
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
８．持参した品物（お気に入りのおもちゃ等）を用いたお話作りと、音及びスカーフ・布による表現活動
Ａ　①積極的に参加　　②普通　　③消極的に参加
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｂ　①難しかった　　　②普通　　③易しかった
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
９．カレンダーの絵を基にしたパフォーマンス（台本作り：語り・音・動き・スカーフ・布等の要素を用いた
表現活動）
Ａ　①積極的に参加　　②普通　　③消極的に参加
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｂ　①難しかった　　　②普通　　③易しかった
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
●現場における保育活動において、授業での表現活動がどのような意味を持つか、あなたの考えを述べてく
ださい。
斉藤　葉子　　大木　みどり86
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SUMMARY
Yoko SAITO,
Midori OOKI :
　　　The purpose of this study is to grasp of the consciousness and the problem of students in expression classes.
We conducted a questionnaire on our sophomore students in expression classes 2012.
　　　The results are as folows.
1)　70% of our sophomore students estimated their attitude toward expression classes “good”. 
2)　70% students felt uneasy about the exercise of making performance which using the material of “calendar”.
3)　Our sophomore students felt uneasy about these things:
　　　Creative imagination, making performance, using new materials.
4)　Most important elements are as folows.
　　　Relaxation, communication, improvisation, and development of new materials for nursery school children.
　　　Stil more, it is important that the Consideration of the process of practice in expression classes.
 (Uyo Gakuen Colege) 
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